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まちの話題

龍郷ふるさと祭

お知らせ　ほか

玉黄金

８月号の主な内容舟こぎに花火！夏がやってきた！ 

（第 22 回龍郷ふるさと祭）

夏の到来を告げる「龍郷ふるさと祭」が夏休み

最初の日曜日に開催されました。舟こぎ競争で

は白熱したレースが繰り広げられ、夜にはス

テージや花火などでにぎわいました。

発行 / 龍郷町役場　編集 / 総務企画課        　〒 894-0192　鹿児島県大島郡龍郷町浦 110 番地

電話 0997-62-3111　ＦＡＸ 0997-62-2535　【ＵＲＬ】http://www.town.tatsugo.lg.jp  【E-Mail】info@town.tatsugo.lg.jp
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広報たつごう　２

ま
ち
の
話
題

栄
龍
征
く
ん
（
龍
瀬
小
５
年
）

　
　
　
　
　
　

相
撲
全
国
一
に
！

8/14

（木）

恒
久
平
和
を
誓
う

　
　
　

終
戦
記
念
日

8/15

（金）

　

第
30
回
わ
ん
ぱ

く
相
撲
全
国
大
会

（
公
益
財
団
法
人
日

本
相
撲
協
会
、
公

益
社
団
法
人
東
京

青
年
会
議
所
共
催
）

が
８
月
３
日
、
東

京
都
の
両
国
国
技

館
で
あ
り
、
龍
瀬

小
学
校
５
年
の
栄

龍
征
く
ん
が
初
優

勝
を
成
し
遂
げ
ま

し
た
。
栄
君
は
優

勝
杯
な
ど
を
持
っ
て
龍
郷
町
役
場
を
表
敬
。
平
成
32
年
に
鹿
児

島
県
で
開
催
予
定
の
第
75
回
国
民
体
育
大
会
（
国
体
）
な
ど
、

今
後
の
大
会
を
見
す
え
て
「
相
撲
を
続
け
て
も
っ
と
活
躍
し
た

い
で
す
」
と
力
強
く
話
し
ま
し
た
。

　

大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
夢
へ
の
挑
戦
～
強
い
心
と
感
謝
の
気

持
ち
～
」。
栄
く
ん
が
出
場
し
た
５
年
生
の
部
は
１
３
０
名
が

出
場
し
、
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
を
戦
い
抜
き
ま
し
た
。

　

栄
く
ん
は
小
学
校
１
年
生
の
時
に
相
撲
を
始
め
ま
し
た
。
現

在
は
身
長
１
６
３
㌢
、
体
重
98
㌔
ま
で
成
長
。
次
代
の
関
取
と

し
て
、
さ
ら
な
る
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

島
唄
で
全
国
準
優
勝
♪

　

宮
下
和
さ
ん
（
赤
徳
小
３
年
）

8/6

（水）

　

小
中
学
生
の
民
謡
日
本
一
を
決
め
る
「
民
謡
民
舞
少
年

少
女
全
国
大
会
」（
文
化
庁
な
ど
主
催
）が
８
月
２
～
３
日
、

東
京
都
の
品
川
区
総
合
区
民
会
館
き
ゅ
り
あ
ん
大
ホ
ー
ル

で
開
か
れ
、
赤
徳
小
学
校
３
年
の
宮
下
和
さ
ん
＝
写
真
左

＝
が
準
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

　

宮
下
さ
ん
は
、
小
学
校
１
～
３
年
生
の
部
に
出
場
し
、

全
国
か
ら
集
っ
た
唄
い
手
の
最
後
に
登
場
。
赤
徳
中
学
校

２
年
の
成
瀬
茉
倫
さ
ん
＝
写
真
右
＝
の
三
味
線
に
の
せ
て

「
ヨ
イ
ス
ラ
節
」
を
歌
い
あ
げ
ま
し
た
。　

２
名
は
笑
顔

で
龍
郷
町
役
場

を
表
敬
。
普
段

は
町
内
の
平
久

美
島
唄
教
室
で

練
習
し
て
お

り
、
宮
下
さ
ん

は
「
こ
れ
か
ら

も
練
習
を
頑
張

り
、
た
く
さ
ん

の
曲
を
覚
え
た

い
で
す
」
と
話

し
ま
し
た
。

　

今
年
で
69
回
目
を
迎
え
た
終
戦
記
念

日
。
龍
郷
町
は
、
町
中
央
公
民
館
前
に
あ

る
「
平
和
の
塔
」
で
龍
郷
町
戦
争
犠
牲
者

追
悼
式
を
執
り
行
い
ま
し
た
。
遺
族
・
関

係
者
ら
約
１
０
０
名
が
参
列
し
、
先
の
大

戦
で
亡
く
な
ら
れ
た
犠
牲
者
の
追
悼
と
恒

久
平
和
を
祈
り
ま
し
た
。

　

式
典
に
は
、遺
族
会
や
各
団
体
関
係
者
、

小
中
学
生
ら
が
出
席
。
参
列
者
全
員
で
黙

と
う
を
捧
げ
、
献
花
で
は
白
い
菊
の
花
を

手
向
け
、慰
霊
碑
に
手
を
合
わ
せ
ま
し
た
。



３　広報たつごう

9 月 9日を含む 1週間は「救急医療週間」です。
　「救急の日」は救急医療及び救急業務に対する理解を深め、かつ、救急医療関係者の意識の高
揚を図るために定められました。

～救命の第一歩～
　けがや病気の中でも、最も緊急を要するも
のは、心臓や呼吸が止まってしまった場合で
す。ついさっきまで元気だったのに突然心臓
や呼吸が止まってしまった・・・・このよう

なときは、まずすみやかに 119 番通報と AEDの手配をしましょう。そして、救急車が現場に到
着するまでの間、その場に居合わせた人がいかに早く応急手当を行うかということが命を救う重
要なポイン　です。日頃から心肺蘇生法やＡＥＤの使用方法などを身につけておくといざという
ときに必ず役立ちます。

※大切な命を守るため救急講習を受講しましょう！

※ＡＥＤ（自動体外式除細動器）について
　ＡＥＤは、けいれん状
態の心臓に電気ショッ
クを与えて、心臓を正常
に働かせるための医療
機器であり、一般の方で
も使うことができます。
　人工呼吸や胸骨圧迫
などの心肺蘇生法に加
えＡＥ Dを使用するこ
とで、命を救える可能
性が高くなります。
　町内のＡＥＤ設置場
所 に つ い て は 龍 郷 町
ホームぺージをご覧ください。

　救急車の適正利用についてのお願い！
　救急件数は毎年増加傾向にありますが、緊急性のない出動要請が増えています。救急車の台数
には限りがありますので、救急車を必要とする方がすぐに救急車を利用できるよう、救急車の適
正利用に皆さまのご理解とご協力をよろしくお願いします。

ト



広報たつごう　４

【お問い合わせ先】龍郷町役場　保健福祉課　☎ 69-4514



５　広報たつごう

「奄美若者サポートステーション」とは…	
　「働きたいけど何から始めたらいいのかわからない…」
　「人と関わるのが苦手で社会に出るのが不安…」
など、働くことや自立についてさまざまな悩みを抱える方に対して、就業的自立を目指した支援
を行い、就職に向けての第一歩をお手伝いします。

【　対象　】１５歳から３９歳までの仕事に就いていない若者とそのご家族
【支援内容】
　○相談（面談・電話・メール）　これまでの経験や興味のあること、得意なこと、要望等を伺
い整理しながら、今後どういう方向で進んでいくか、自立に向けてのステップを一緒に考えてい
きます。キャリアコンサルタントの資格を持った相談員による専門的な個別面談も行っています。

（要予約）
　○職場見学・職場体験　さまざまな企業・施設への見学、農作業体験、ボランティア活動、セ
ミナーの実施等、多種多様な活動を通して働くことを身近にし、社会や人と関わることで自分自
身の能力を向上させ、働くことへの意欲を高め、就職に向けた心構えや技能を身に付けます。
　○家族へのサポート　ご本人様の就労や社会的自立についての個別面談を行います。また要望
があれば、自宅への訪問を行いより身近な支援を行うことも可能です。
　まずは気軽にご連絡ください。ご相談は無料です。なお、個人情報は厳守しますのでご安心く
ださい。

【開所時間】 月～金曜日午前 9 時～午後
6 時※土日・祝祭日・年末年始は休み

「奄美若者サポートステーション」をご利用ください
（厚生労働省認定事業）

【 連 絡 先 】
〒８９４－００３６　奄美市名瀬長浜町２３－２５
ＮＰＯ法人
　奄美青少年支援センター「ゆずり葉の郷」内　２階
　　奄美若者サポートステーション

【電話】０９９７－５７－０７７０（ＦＡＸ兼用）
【メール】amami-saposute@polka.ocn.ne.jp
【ホームページ】http://amami-saposute.sakura.ne.jp/

　７月 19 日の任期満了に伴い、農業委員の改選が行われました。今後３年間、９名の方が農業
委員として活動します。農業委員は、農地法に基づく申請の審査や耕作放棄地解消のための調査
を行ったり、賃貸借や使用貸借の斡旋等を行います。農地に関してお困りの方や、ご不明なこと
などがあれば、地区担当の農業委員にご相談ください。

　会長　・重山　末吉
会長代理・福山　道雄
　　　　・柳　東洋男
　　　　 ・最上　康隆
　　　　・岡山　俊一

・   明       壽久
・中山　勇
・新島　純俊
・得田　要一

【任期】 平成 26 年 7月 20 日～平成 29 年 7月 19 日

龍郷町農業委員が改選されました

（赤尾木）
（手広・芦徳）
（戸口）
（龍郷・久場・瀬留・玉里）
（屋入・浦）

（中勝）
（秋名・幾里）
（大勝・川内）
（嘉渡・円・安木屋場）



広報たつごう　６

　

昼
の
部
は
、
玉
里
漁
港
内
で
「
舟
こ
ぎ
競
争
」

が
あ
り
ま
し
た
。
炎
天
下
、選
手
た
ち
は
力
い
っ

ぱ
い
ヤ
ホ
（
櫂か
い

）
を
こ
ぎ
、
各
レ
ー
ス
で
熱
戦

を
展
開
。
男
子
の
部
は
芦
徳
青
壮
年
団
が
８
大

会
ぶ
り
、
女
子
の
部
は
赤
尾
木
婦
人
会
が
５
大

会
ぶ
り
に
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

男
子
37
チ
ー
ム
、
女
子
12
チ
ー
ム
が
出
場
。

徳
田
康
光
町
長（
龍
郷
ふ
る
さ
と
祭
協
賛
会
長
）

の
号
砲
で
予
選
が
始
ま
り
、
上
位
進
出
を
か
け

て
激
闘
の
レ
ー
ス
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

中
に
は
右
往
左
往
す
る
チ
ー
ム
も
あ
り
、
会
場

の
笑
い
を
誘
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
小
学
生
７
チ
ー
ム
の
参
加
も
あ
り
、

龍
郷
レ
ジ
ェ
ン
ド
Ｖ
３
が
優
勝
し
ま
し
た
。
各

集
落
の
応
援
団
も
駆
け
つ
け
、
声
援
と
チ
ヂ
ン

の
音
が
会
場
に
響
き
活
気
に
あ
ふ
れ
ま
し
た
。

舟
こ
ぎ
競
争

　

大
会
結
果
は
次
の
通
り
。

　
　
【
男
子
の
部
】　　
　
　
　

 

優
勝　

芦
徳
青
壮
年
団　
　
　

 

２
位　

フ
レ
ッ
シ
ュ
ま
ど
か

３
位　

荒
船
一
家

４
位　

赤
尾
木
壮
年
団

　
　
【
女
子
の
部
】

優
勝　

赤
尾
木
婦
人
会

２
位　

Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
あ
い
か
な

３
位　

芦
徳
女
性
会

４
位　

玉
里
め
ら
べ

２
分
11
秒
06

２
分
11
秒
13

２
分
13
秒
50

２
分
15
秒
43

２
分
25
秒
22

２
分
28
秒
37

２
分
28
秒
99

２
分
44
秒
63

芦徳青壮年団赤尾木婦人会龍郷レジェンド V3

第 22 回
　龍郷ふるさと祭

龍郷ふるさと祭」が 7 月 20 日（日）、
た。好天にも恵まれ、町内外から大勢の
ジのほか、１５００発の打ち上げ花火
げました。



７　広報たつごう

芸
能
大
会

　

夜
の
部
は
、
町
中
央
グ
ラ
ウ
ン
ド
特
設
ス

テ
ー
ジ
で
「
芸
能
大
会
」
を
開
催
。
町
内
保
育

園
児
の
元
気
で
可
愛
ら
し
い
ス
テ
ー
ジ
で
に
ぎ

や
か
に
開
演
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
龍
郷
ふ
る
さ
と
祭
実
行
委
員
長
の

中
良
弥
さ
ん
（
龍
郷
町
商
工
会
青
年
部
）
が
開

会
宣
言
。
島
唄
や
ダ
ン
ス
、
ラ
イ
ブ
コ
ン
サ
ー

ト
な
ど
の
「
ふ
る
さ
と
素
人
芸
能
笑シ
ョ
ー」
の
ほ
か
、

龍
郷
町
が
舞
台
と
な
っ
た
映
画「
２
つ
目
の
窓
」

の
河
瀬
直
美
監
督
ら
が
登
場
し
、
会
場
を
盛
り

上
げ
ま
し
た
。
大
勝
集
落
に
よ
る
八
月
踊
り
と

六
調
で
は
、
男
女
の
掛
け
合
い
と
チ
ヂ
ン
の
音

色
が
響
き
、
会
場
を
巻
き
込
ん
で
盛
大
に
締
め

く
く
り
ま
し
た
。

　

祭
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
は
、
今
年
か
ら
海
上
打
ち

上
げ
に
変
更
さ
れ
た
約
１
５
０
０
発
の
花
火
。

夜
空
に
大
輪
の
花
が
次
々
と
上
が
り
、
見
物
客

を
魅
了
し
ま
し
た
。

第 22 回
　龍郷ふるさと祭
　奄美群島で一番早い夏祭り「第 22 回
町中央グラウンドなどで開催されまし
見物客が訪れました。舟こぎやステー
もあり、奄美に〝夏本番〟の到来を告



広報たつごう　８

お　
　

知　
　

ら　
　

せ　

☆　

イ　

ン　

フ　

ォ　

メ　

ー　

シ　

ョ　

ン

　

鹿
児
島
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校
は
、

平
成
27
年
度
の
訓
練
生
を
募
集
し
ま
す
。

【
募
集
期
間
】

▼
新
卒
の
み

　
　

８
月
18
日
（
月
）
～
９
月
12
日
（
金
）

▼
一
般
・
新
卒

　
　

10
月
１
日
（
水
）
～
11
月
14
日
（
金
）

※
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
あ
っ
せ
ん
を
受
け
ら

れ
た
方
は
、
雇
用
保
険
の
延
長
、
職
業
訓

練
受
講
給
付
金
・
訓
練
手
当
の
支
給
が
受

け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
鹿
児
島
障
害
者
職
業
能
力

開
発
校
☎
０
９
９
６
‐
44
‐
２
２
０
６
ま

た
は
、
お
近
く
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

鹿
児
島
県
立
大
島
養
護
学
校
高
等
部

は
、
恒
例
の
「
し
お
か
ぜ
市
場
」
を
開
催

し
ま
す
。
販
売
す
る
製
品
は
、
ど
れ
も
高

等
部
の
生
徒
が
作
業
学
習
で
製
作
し
た
も

の
で
す
。
製
品
を
購
入
さ
れ
た
い
方
、
養

護
学
校
の
こ
と
を
知
り
た
い
方
な
ど
、
こ

の
機
会
に
ぜ
ひ
、
大
島
養
護
学
校
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
製
品
に
は
数
に
限
り
が
あ
り
ま

す
。
売
り
切
れ
の
場
合
に
は
ご
容
赦
く
だ

さ
い
。

▽
期
日　

９
月
26
日
（
金
）

▽
時
間　

午
前
10
時
～
11
時
10
分

▽
場
所　

大
島
養
護
学
校
体
育
館

▽
販
売
内
容　

野
菜
、
花
の
苗
、
木
製
お

盆
、
ス
ツ
ー
ル
（
イ
ス
）、
Ｅ
Ｍ
石
け
ん

な
ど
。

　

訓
練
生
募
集

　
　
　

障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

　

「
し
お
か
ぜ
市
場
」
開
催

　
　
　

大
島
養
護
学
校
高
等
部

【お問い合わせ先】自衛隊鹿児島地方協力本部奄美大島駐在員事務所
　　☎０９９７－５３－９１０３（奄美市名瀬永田町１７－３　大島支庁内　別館２階）

　　　　　※その他、詳細については奄美大島駐在員事務所までご連絡下さい。



９　広報たつごう

※　ペットを飼うときの注意　※
　龍郷町内で実施された淡水生物調査で、大勝集落近くの半田川
にメキシコ原産の「ソードテール」= 写真 =という魚が大量に生
息していることが確認されました。この魚は主に観賞用として国
内に持ち込まれましたが、捨てられたりして人為的に川に放たれ
自然繁殖を繰り返したものと思われます。半田川とその支流や周
辺水路でも確認され、生息数は数千匹に上ると推定されています。
　こうした状況は、奄美にもともといた生物（在来種）への悪影響が懸念されることから、役場
では、外来魚駆除の検討を行っているところです。
　ペットや観賞植物など、もともと奄美大島にいなかった生き物を自然の中に放すことは絶対に
しないで下さい。その生き物にとっても、まわりの生き物にとっても、とても迷惑なことです。
飼い始めた生き物は、最後までちゃんとかわいがることをお願いします。

▼お問い合わせ先　生活環境課☎ 0997-69-4525（直通）

奄美の自然が豊かに後世に残せるよう町民みんなで取り組みましょう
ペット飼育には責任を持ちましょう

　平成 26 年 8 月から、小型二次電池（充電式電池）の取り扱い

が変わりました。小型二次電池は、これまで不燃ごみとして受け入

れていましたが、リサイクル資源になることやクリーンセンターで

破砕処理する際に熱をもち火災の恐れがあるため搬入ができなくな

りました。

　今後、充電式

電池のリサイク

ル回収は、龍郷

役場庁舎内回収

箱、またはエディ

オン、ヤマダ電

機などへ直接お

持込みください。

　※小型二次電

池とは、使い切

りの電池とは

違って、充電し

て繰り返し使え

るのが特徴です。

携帯電話やコー

ドレス電話、ノー

トパソコンなど

に使われています。電池の種類は 3 種類あります。表示されたリサイクルマークで見分けるこ

とができます。　　　　　　　　　▼お問い合わせ先　生活環境課☎ 0997-69-4525（直通）

名瀬クリーンセンターからのお知らせ充電式電池は搬入できません！
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龍郷町の人口
平成 26 年 7 月末現在

世帯数

人　口

　男

　女

前月比

2,967

6,068
　
2,946

3,122

　 +1
　
　  0

　+5

　 -5

　奄美市と鹿児島県弁護士会が共同で開催し
ており、龍郷町民も無料で相談することがで
きます。　９月相談日のお知らせ（派遣相談）

　※必ず電話予約が必要です（先着順）
･ ９／１１（木）大倉　克大　弁護士

（午後１時～４時半）
･ ９／１８（木）正込　健一朗　弁護士

（午前 9 時半～ 11 時半）
･ ９／２５（木）本木　順也　弁護士

（午前 11 ～ 12 時、午後 1 時～ 3 時半）
◇一人 30 分です。（事前に相談内容をまと
めておくと効率的です。同じ人が続けて申込
されることはご遠慮いただいています）

【お問い合わせ・予約先】
奄美市役所市民協働推進課市民生活係
☎ 52 － 1111（内線 1715・1716）

（受付時間：午前 ８ 時半～午後 ５ 時 15 分）

奄美法律センター
無料法律相談のご案内

第 51 回発達障害福祉月間
【趣旨】知的障害のある人々が、地域社会の中で
皆さまと共に生きる共生社会を実現するため、９
月を福祉月間と定めて、毎年全国的な広報活動を
実施しています。障害があっても、一人ひとりが

「自分らしく」生きていけるよう、県民の皆さま
の障害へのご理解とご協力をお願いするために呼
びかけるものです。

【テーマ】「ラブ＆ピース。ハートビートで絆を深
めよう！」～被災地の復興と共生社会の実現を目
指して～

【期間】平成 26 年 9 月 1 日～ 9 月 30 日
【主催】社会福祉法人鹿児島県手をつなぐ育成会
【実施主体】社会福祉法人鹿児島市手をつなぐ育
成会、各地区手をつなぐ育成会連絡協議会

【活動の重点項目】①啓発用ポスター・リーフレッ
トの作成配布②街頭広報③レクリエーション等行
事の開催、ボランティア活動④市町広報紙掲載、
その他地域活動⑤在宅知的障害（児）者作品展示
即売会（9 月３～８日　鹿児島市山形屋）

ネ壽

ネ壽



１１　広報たつごう

日 行　事　名　等 時　　間 場　　所

2（火）
 秋名アラセツ行事 夜明け・夕方 秋名集落、秋名湾
 元気はつらつ教室 13：30 ～

どぅくさぁや館

４（木）
 2 歳・5 歳歯科検診 13：00 ～
 でぃでぃクラブ 13：30 ～

５（金） どぅくさぁや館 2 階開放日 10：00 ～
９（火） 元気はつらつ教室 13：30 ～

11（木）
 1 歳 6 カ月児健診 12：30 ～
 でぃでぃクラブ 13：30 ～

12（金） かめのこクラブ 10：00 ～

13（土） 第 5 回子ども博物学士講座
 「自由研究発表会・環境教育シンポジウム」   9：00 ～ 町中央公民館

16（火） 元気はつらつ教室 13：30 ～ どぅくさぁや館
17（水） たつごう在宅家族の会 14：00 ～ 町中央公民館
18（木） でぃでぃクラブ 13：30 ～ どぅくさぁや館
21（日） 第 55 回龍郷町相撲大会   9：00 ～ 町相撲場

24（水）
 元気はつらつ教室

13：30 ～
どぅくさぁや館

 母子歯科相談
25（木） でぃでぃクラブ
26（金） かめのこクラブ 10：00 ～
28（日） 町内各中学校運動会 － 各中学校
30（火） 元気はつらつ教室 13：30 ～ どぅくさぁや館

９月行事予定表

９月のどぅくさ会
時間　午前９時半～ /午後２時～

場所　各集落公民館

※行事は変更になる場合があります。ご了承ください。
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 ようだ 　　あさひ　　　　

Ｈ 25. 8.18　生

母 めぐみ　赤尾木

要田　朝陽 くん

　アマミノクロウサギは、世界中で奄美大島と徳之島の森だけに生息している、とても希少
な動物です。しかし一方で、毎年多くの個体が交通事故で死亡しているという悲しい現実も
あります。
　「森のたから」をまもるため、ゆっくり
走ってくりんしょれ～！
☆龍郷町はアマミノクロウサギの生息域が
狭く、個体数も多くはありません。
☆毎年９～ 12 月頃に事故発生数が増加し
ます。
☆地図の要注意区間では、アマミノクロウ
サギが活動する夜間は注意し、特に林道で
はゆっくり走行をお願いします。
　※ケガをしていたり、死んでいるアマミ
ノクロウサギを発見したら、下記までご連
絡をお願いします。

《環境省奄美野生生物保護センター 》
☎：55-8620

 守りたい命があります。 

9～10 月はアマミノクロウサギ交通事故防止キャンペーン期間です。 

 

いしはら　  りんく 　　　　　

Ｈ 25. 8. 5　生

父 豊　母 翠　手広

石原　凜空ちゃん

ながしま　 えいと　　　

Ｈ 25. 8.30　生

父 君夫　母 絵美　大勝

長島　永音くん

ますだ　　　　　　　　　　　

Ｈ 25. 8. 2　生

父 拓郎　母 紗季　中勝

益田 あまね ちゃん


